
鹿
児
島
市
小
学
校 

 
鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校 

尾
辻󠄀 

孝
徳 

一 

地
区
の
概
要 

 

本
地
区
小
学
校
部
会
は
、
七 

十
九
校
（
会
員
九
十
三
名
）
で 

組
織
し
、
鹿
児
島
市
教
育
委
員 

会
の
指
導
の
も
と
、
研
究
を
推 

進
し
、
教
頭
と
し
て
の
資
質
向 

上
に
努
め
て
い
る
。 

二 

活
動
の
状
況 

 

小
学
校
部
会
の
研
修
、
研
究 

の
場
と
し
て
は
、
年
間
四
回
行 

わ
れ
る
市
教
頭
研
修
会
の
他
、 

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
自
主
研
修
が 

あ
る
。
十
二
に
分
か
れ
た
ブ
ロ 

ッ
ク
で
は
、
実
践
的
な
事
例
を 

も
と
に
、
教
頭
と
し
て
の
資
質 

向
上
と
円
滑
な
学
校
運
営
を
ね 

ら
い
と
し
て
具
体
的
方
策
を
話 

し
合
っ
て
い
る
。
他
校
と
の
情 

報
交
換
の
中
で
成
果
の
あ
っ
た 

実
践
や
方
策
を
話
し
合
う
こ
と 

に
よ
り
、
解
決
の
糸
口
に
繋
が 

る
こ
と
も
多
い
。 

 

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル 

ス
五
類
移
行
を
受
け
、
従
来
の 

学
校
生
活
を
復
活
す
る
上
で
の 

留
意
点
や
業
務
改
善
の
推
進
を 

図
る
上
で
の
工
夫
等
を
中
心
と 

し
た
議
論
や
情
報
交
換
を
す
る 

機
会
が
多
く
見
ら
れ
た
。 

 

ど
ち
ら
も
よ
り
よ
い
あ
り
方 

を
模
索
す
る
上
で
、
各
校
の
取 

組
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
不
可 

欠
で
あ
り
、
学
校
間
の
繋
が
り 

の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と 

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
含
め
た 

諸
課
題
に
係
る
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と 

の
研
究
成
果
や
具
体
的
な
実
践 

は
、
「
研
究
紀
要
」
と
し
て
ま 

と
め
、
全
て
の
会
員
で
共
有
し
、 

各
校
で
の
学
校
運
営
の
参
考
に 

し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
る
。 

 

今
後
も
成
果
や
課
題
を
共
有 

し
、
実
践
・
研
究
を
深
め
、
教 

頭
と
し
て
の
資
質
向
上
に
向
け
、 

研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

 

鹿
児
島
市
中
学
校 

 

鹿
児
島
市
立
西
紫
原
中
学
校 

 
 
 
 
 
  
 
 
  

 

持
留 

義
和 

 

一 

地
区
の
概
要 

 

本
地
区
中
学
校
部
会
は
、
学

校
数
四
十
一
校
、
会
員
四
十
七

名
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。
七
ブ

ロ
ッ
ク
編
成
で
研
究
を
推
進
し

て
い
る
。
鹿
児
島
市
教
育
委
員

会
の
指
導
の
も
と
、
研
修
や
実

践
を
通
し
て
、
教
頭
と
し
て
の

資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。 

二 

活
動
の
状
況 

 

会
員
は
、
年
四
回
実
施
さ
れ

る
合
同
教
頭
研
修
会
や
ブ
ロ
ッ

ク
別
教
頭
研
修
会
、
そ
の
他
の

研
修
会
等
で
学
ん
だ
こ
と
を
各

学
校
の
教
育
実
践
に
生
か
し
、

課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
学
校
間
の

情
報
交
換
を
通
し
て
横
の
連
携

を
密
に
し
て
い
る
。 
 
 

令
和
六
年
度
の
九
州
地
区
公

立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会
宮
崎

大
会
は
、
現
地
と
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

な
り
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
が

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ま
た
、
今
年
度
も
新
し
い
研

究
が
始
ま
っ
た
。
各
研
究
課
題

に
対
し
て
主
題
を
設
定
し
具
体

的
な
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
き
、

ま
と
め
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

日
々
の
研
究
に
取
り
組
み
た
い
。

年
度
末
に
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

研
究
成
果
と
課
題
を
「
研
究
紀

要
」
に
ま
と
め
、
各
学
校
の
教

育
実
践
に
生
か
し
て
い
る 

 

今
後
も
、
各
校
で
の
成
果
や

課
題
を
共
有
し
、
学
校
現
場
に

役
立
つ
実
践
的
な
研
究
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。 

 

鹿
児
島
地
区 

い
ち
き
串
木
野
市
立
市
来
中
学
校 

 
 
 
 

 
 
 

堂
園 

哲
郎 

一 

地
区
の
概
要 

 

令
和
六
年
度
の
本
地
区
は
、

日
置
市
・
い
ち
き
串
木
野
市
・

三
島
村
・
十
島
村
で
構
成
さ
れ
、

会
員
数
は
四
十
五
名
（
小
学
校

二
十
一
校
・
中
学
校
十
校
・
義

務
教
育
学
校
十
二
校
）
で
あ
る
。

鹿
児
島
教
育
事
務
所
及
び
、
各

市
村
教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
教
頭
と
し
て
の
資

質
向
上
に
努
め
て
い
る
。 

二 

活
動
の
状
況 

 

地
区
教
頭
研
修
会
は
、
予
定

通
り
、
五
月
と
十
月
の
二
回
、

事
務
所
長
講
話
を
は
じ
め
、
講

演
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

 
五
月
の
研
修
会
で
は
、
「
学

力
向
上
・
授
業
改
善
」
と
「
生

徒
指
導
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
組
織
的
・
計
画
的
な
取
組
を

行
う
か
協
議
し
、
多
く
の
教
頭

間
で
交
流
を
図
っ
た
。 

 

十
月
の
研
修
会
で
は
、
「
難

し
く
な
る
保
護
者
対
応
ト
ラ
ブ

ル
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
小
野
田

正
利
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
保

護
者
対
応
の
具
体
策
に
つ
い
て

研
修
を
深
め
た
。 

 

ま
た
、
本
地
区
で
は
、
旧
市

町
村
を
地
域
と
し
た
教
頭
会
が

運
営
さ
れ
て
お
り
、
地
区
研
修

部
長
と
各
地
域
が
連
携
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
向
け
た
研
究

等
を
実
践
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
各
校
の
学
校
現

場
を
意
識
し
た
情
報
共
有
に
努

め
、
資
質
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。 

 
 南

薩
地
区 

枕
崎
市
立
桜
山
小
学
校 

 

鯵
坂 

聡 

一 

地
区
の
概
要 

 

本
地
区
教
頭
会
は
、
枕
崎
・

指
宿
・
南
さ
つ
ま
・
南
九
州
の

四
市
で
構
成
さ
れ
、
小
学
校
三

十
六
校
・
中
学
校
十
五
校
・
義

務
教
育
学
校
二
校
、
会
員
数
五

十
六
名
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

南
九
州
市
立
松
ケ
浦
小
が
本
年

度
で
閉
校
と
な
る
。 

二 

活
動
の
状
況 

 

本
年
度
の
地
区
教
頭
研
修
会

は
、
予
定
通
り
の
五
月
と
十
月

の
年
二
回
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

五
月
の
研
修
会
で
は
、
振
り

返
り
に
つ
い
て
，
鹿
児
島
大
学

原
田
准
教
授
の
講
演
を
聴
い
た

後
，
「
学
力
向
上
」
及
び
「
教

師
の
授
業
力
向
上
へ
の
取
組
」

に
つ
い
て
、
教
頭
と
し
て
何
を

取
り
組
む
か
協
議
し
た
。 

 

十
月
の
研
修
会
で
は
、
「
学

ぶ
力
の
習
得
」
に
つ
い
て
水
島

学
校
教
育
課
長
の
講
話
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
「
学
習
者
主
体
の

授
業
の
実
践
に
向
け
た
取
組
と

課
題
」
に
つ
い
て
、
各
校
の
実

践
に
基
づ
き
協
議
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
九
州
教
頭
会
研
究
大

会
で
は
枕
崎
市
が
、
県
教
頭
会

研
究
大
会
で
は
枕
崎
市
と
南
さ

つ
ま
市
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
取
組
を
ま
と
め
、
提
言
を
行

い
、
研
究
を
深
め
て
き
た
。 

今
後
も
、
持
続
可
能
な
よ
り

よ
い
活
動
の
在
り
方
を
模
索
し

な
が
ら
、
研
究
を
深
め
、
資
質

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

 

北
薩
地
区 

長
島
町
立
鷹
巣
小
学
校 

古
川 

勝 

一 

地
区
の
概
要 

 

本
地
区
教
頭
会
は
、
川
薩
・

出
水
の
三
市
二
町
、
小
学
校
五

十
六
校
・
中
学
校
二
十
五
校
・

義
務
教
育
学
校
二
校
、
会
員
数

八
十
八
名
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。 

北
薩
教
育
事
務
所
及
び
各
市
町

教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
、実
践
・
研
究
を
推
進
し
、

教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
に
努

め
て
い
る
。 

二 

活
動
の
状
況 

 

地
区
教
頭
会
総
会
を
、
五
月

に
地
区
教
頭
研
修
会
に
合
わ
せ

開
催
し
、
年
間
活
動
計
画
・
研

修
計
画
等
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

 

各
市
町
教
頭
会
で
は
、
研
究

グ
ル
ー
プ
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
現

状
や
課
題
を
踏
ま
え
た
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
教
頭
と
し
て
の
関

わ
り
方
を
踏
ま
え
な
が
ら
実
践

的
・
主
体
的
な
活
動
を
進
め
て

い
る
。 

 

県
教
頭
研
究
大
会
で
は
、
小

学
校
は
阿
久
根
市
が
、
中
学
校

は
薩
摩
川
内
市
Ｂ
・
さ
つ
ま
町

及
び
出
水
市
グ
ル
ー
プ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
お
け
る
課

題
を
ま
と
め
、
提
言
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
研
究
を
深



め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
県
教
頭
研
究
大
会
で
の
発
表

内
容
や
各
市
町
の
研
究
グ
ル
ー

プ
の
具
体
的
な
取
組
等
を
参
考

に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

る
児
童
生
徒
に
必
要
な
資
質
能

力
の
育
成
を
め
ざ
し
、
日
々
の

教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 姶

良
・
伊
佐
地
区 

 
 

湧
水
町
立
吉
松
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 

櫻
木 

俊
郎 

一 

地
区
の
概
要 

 

本
地
区
は
三
市
一
町
で
構
成

さ
れ
、
小
学
校
七
十
一
校
、
中

学
校
二
十
二
校
か
ら
な
り
、
会

員
数
百
一
人
で
組
織
し
て
い
る
。 

 

姶
良
・
伊
佐
教
育
事
務
所
及

び
各
市
町
教
育
委
員
会
の
指
導

を
仰
ぎ
、
教
頭
と
し
て
の
資
質

向
上
を
目
指
し
て
、
日
々
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

二 

活
動
の
状
況 

 

地
区
教
頭
研
修
会
は
、
五
月

と
九
月
の
二
回
開
催
し
て
い
る
。 

 

五
月
の
研
修
会
で
は
、
所
長

講
話
及
び
各
課
指
導
・
講
演
の

ほ
か
「
『
学
習
者
主
体
の
授
業
』

実
現
に
向
け
た
『
学
び
の
羅
針

盤
』
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
基
に
各
市
町
教
委
指
導
主

事
を
交
え
、
研
究
協
議
に
取
り

組
み
、
研
修
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。 

 

九
月
の
研
修
会
で
は
、
所
長

講
話
及
び
各
課
指
導
・
講
演
の

ほ
か
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
『
児
童
生
徒
質
問
紙
』
を

生
か
し
た
『
学
習
者
主
体
の
授

業
』
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
各

市
町
教
委
指
導
主
事
を
交
え
、

研
究
協
議
を
行
っ
た
。 

 

ま
た
，
各
市
町
教
頭
会
に
お

い
て
も
、
各
市
町
の
課
題
解
決

や
県
教
頭
会
研
究
大
会
の
提
言

に
向
け
た
協
議
を
行
い
、
研
究

を
深
め
て
い
る
。 

 

今
後
も
、
各
市
町
や
各
校
で

の
研
究
の
成
果
や
課
題
を
共
有

し
、
実
践
・
研
修
を
更
に
深
め
、

教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
を
目

指
し
研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

 

大
隅
地
区 

 
 

 
 
 

鹿
屋
市
立
花
岡
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 

西
田 

成
子 

一 

地
区
の
概
要 

 
本
地
区
教
頭
会
は
、
四
市
五

町
の
小
学
校
八
十
五
校
、
中
学

校
三
十
一
校
、
義
務
教
育
学
校

一
校
、
会
員
数
百
二
十
一
名
で

組
織
さ
れ
て
い
る
。 

 

大
隅
教
育
事
務
所
及
び
各
市

町
教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰
ぎ
、

教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
に

日
々
努
め
て
い
る
。 

二 

活
動
の
状
況 

 

地
区
教
頭
研
修
会
は
、
五
月

と
九
月
の
二
回
開
催
さ
れ
た
。 

 

五
月
は
、
所
長
講
話
・
各
課

の
指
導
後
、
県
人
権
同
和
教
育

課
の
牧
野
田
弘
一
先
生
に
よ
る

「
人
権
同
和
教
育
を
根
っ
こ
に

据
え
て
」
と
い
う
貴
重
な
講
演

を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。 

九
月
は
、
所
長
講
話
で
前
期
を

振
り
返
り
、
後
期
へ
つ
な
げ
る

た
め
の
教
頭
と
し
て
の
役
割
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
「
学
習
者
主
体
の
授
業
づ

く
り
」
「
不
登
校
の
改
善
」
等

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
協
議
を
行

い
、
各
校
の
取
組
や
教
頭
の
よ

り
よ
い
関
わ
り
方
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

 

各
市
町
教
頭
会
に
お
い
て
も

各
研
修
部
長
を
中
心
に
、
研
究

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
課
題
解
決

に
向
け
た
実
践
を
進
め
て
い
る
。

県
教
頭
会
研
究
大
会
で
は
、
志

布
志
市
、
鹿
屋
市
が
貴
重
な
提

言
を
行
っ
た
。 

本
年
度
の
各
市
町
に
お
け
る
研

修
の
成
果
と
課
題
を
共
有
し
、

更
に
実
践
・
研
修
を
深
め
、
資

質
向
上
を
め
ざ
し
て
研
鑽
に
努

め
た
い
。 

 

熊
毛
地
区 

 

屋
久
島
町
立
宮
浦
小
学
校 

永
田 

洋
一 

一  

地
区
の
概
要 

 

本
地
区
教
頭
会
は
、
一
市
三
町

か
ら
な
り
、
小
学
校
三
十
四
校
、

中
学
校
七
校
の
会
員
四
十
名
で

組
織
さ
れ
て
い
る
。
熊
毛
教
育
事

務
所
を
は
じ
め
、
各
市
町
教
育
委

員
会
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
教

頭
と
し
て
の
資
質
向
上
を
め
ざ

し
、
日
々
研
修
に
努
め
て
い
る
。 

二  

活
動
の
状
況 

 

令
和
六
年
度
は
、
西
之
表
市
で

二
回
に
わ
た
り
地
区
教
頭
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。 

い
ず
れ
の
研
修
会
で
も
、
県
・

地
区
の
教
育
重
点
施
策
に
係
る

指
導
・
講
話
が
行
わ
れ
た
。
第
二

回
の
研
修
会
で
は
、
県
教
育
庁
特

別
支
援
教
育
課 

萩
之
内 

靖
課

長
が
「
特
別
支
援
教
育
の
現
状
と

本
県
の
取
組
」
と
題
し
て
講
話
を

行
い
、
多
く
の
学
び
を
得
た
。 

ま
た
、
県
教
頭
会
研
究
大
会
で

は
、
南
種
子
町
教
頭
会
が
「
南
種

子
町
の
よ
さ
を
生
か
し
た
学
校

教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
」
と
題

し
、
教
職
員
の
専
門
性
に
関
す
る

課
題
解
決
に
つ
い
て
提
言
を
行

っ
た
。 

来
年
度
は
、
第
三
分
科
会
に
お

い
て
屋
久
島
町
教
頭
会
が
「
教
育

環
境
整
備
の
課
題
と
展
望
」
に
つ

い
て
、
屋
久
島
型E

S
D

の
実
践
事

例
を
基
に
提
言
発
表
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
現
在
、
町
教
頭
研
修

会
等
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。 

今
後
も
、
成
果
や
課
題
を
共
有

し
、
会
員
相
互
の
資
質
向
上
を
め

ざ
し
、
研
鑽
に
努
め
た
い
。 

 

大
島
地
区 

 

奄
美
市
立
金
久
中
学
校 

 
 
 
 
 
 

河
野 

克
純 

一 

地
区
の
概
要 

 

本
地
区
教
頭
会
は
、
奄
美
群
島

の
一
市
九
町
二
村
で
、
小
学
校
八

十
一
校
、
中
学
校
四
十
五
校
、
会

員
百
二
人
で
組
織
し
て
い
る
。 

 

大
島
教
育
事
務
所
及
び
各
市

町
村
教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
教
頭
と
し
て
の
資
質

向
上
を
目
指
し
て
日
々
研
修
に

取
り
組
ん
で
い
る
。 

二  

活
動
の
状
況 

 

地
区
教
頭
研
修
会
は
、
五
月
と
九

月
の
年
二
回
開
催
さ
れ
、
事
務
所
長

講
話
を
は
じ
め
、
各
課
か
ら
指
導
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
講
師
を
招
聘
し

て
行
わ
れ
る
講
演
で
は
、
「
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
」
や
「
学
校D

X

」
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
ご
指
導
い
た
だ

き
、
多
く
の
実
践
的
な
学
び
を
得
た
。

さ
ら
に
九
月
の
研
修
会
後
に
は
、
五

年
ぶ
り
に
情
報
交
換
会
も
開
催
。
当

日
の
講
師
や
大
島
教
育
事
務
所
の
先

生
方
と
と
も
に
、
地
区
教
頭
会
員
が

一
同
に
介
し
て
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
。 

 

本
地
区
教
頭
会
は
、
市
町
村
ご
と

の
活
動
が
中
心
で
あ
り
、
今
年
度
の

県
教
頭
研
究
大
会
で
は
、
奄
美
市
笠

利
地
区
、
龍
郷
町
、
和
泊
町
・
知
名

町
の
各
教
頭
会
が
、
大
島
地
区
を
代

表
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
等
を
も

と
に
し
て
提
言
発
表
を
行
っ
た
。 

な
お
、
本
地
区
教
頭
会
で
は
、
今

年
度
初
め
て
、M

i
c
ro
so
ft
 
T
ea
ms

で
「
大
島
地
区
教
頭
会
」
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
地
区
内
の
教
頭
会
員
が

情
報
共
有
や
情
報
交
換
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
し
た
。
教
頭
会
事

務
の
業
務
改
善
に
も
な
っ
た
。
今
後

も
本
地
区
教
頭
会
の
よ
り
実
践
的
な

研
究
を
継
続
し
な
が
ら
、
教
頭
と
し

て
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

  


